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業績予想と実績との差異に関するお知らせ 
  

2025年５月 13日に公表した 2026年３月期の通期連結業績予想と本日公表の実績値との間に、下記

の通り差異が発生いたしましたので、お知らせいたします。  

 

記 

 

１．2026年３月期通期連結業績予想と実績値の差異（2025年４月１日～2026 年３月 31日）  

                            (単位：百万円）  

  

売上高  営業利益  経常利益  

親会社株主に

帰属する 

当期純利益  

１株当たり 

当期純利益 

（円 銭） 

前回発表予想（A）  74,000  2,500  4,700  3,000  287.42  

実績（B）  74,251 2,174  5,391  3,117  298.12  

増減額（B-A）  251  △325  691  117  ―  

増減率（％）  0.3  △13.0  14.7 3.9  ―  

（ご参考）前期実績  

（2025 年３月期）  
70,579  433  4,199  2,600  259.47  

  

２．差異の理由  

売上高は、概ね前回発表予想通りで推移しました。 

営業利益は、期の後半にかけて想定以上に円安が進行したことにより、海外工場コストの円換算額

が増加し、前回発表予想を下回りました。 

経常利益は、営業利益が減少した一方で、一部取引先との個別契約による為替変動リスクヘッジの

効果により、為替影響を概ね吸収できました。また、期末時点で想定より円安が進行したことに伴

い、ドル資産等の換算替えにより為替差益が増加したことから、前回発表予想を上回りました。 

親会社株主に帰属する当期純利益は、連結子会社において減損損失を特別損失として計上したもの

の、経常利益の増益から前回発表予想を上回りました。 

以  上  


